
生活環境の向上，地域経済の活性化な

どを目指した住宅リフォーム助成制度

は，創設2年目の今年度，2度の補正予

算が組まれ，6，800万円の事業となりま

した。経済効果12．5倍となり目的を果

たしたと言えます。

さらに充実改善を求め、①実施期間の

延長②手続きの簡素化　③対象を店舗

の改修・常備品買い替え等に広げ商店街

の活性化にもつなげるよう求めました。

これに対し市長は「①26年度の申請状

況を見て、実施する方向で検討したい②

簡素化に取り組む③空き店舗の再利用

に関して対象とするよう検討している。

既存店舗改修に関しても検討したい。」

と答弁しました。

医療・介護の改悪から

市民の命と健康を守るために

国の「医療介護総合推進法案」は要支

援者向けの訪問・通所介護を市町村に丸

投げし，事業費に上限を設ける，ボラン

ティアに委ねるなど経費の徹底削減の

的としています。また、国の求める24

時間巡回型サービスのない笠岡で、国が

医療の、「機能分化で急性期病床の削減」

と“患者追い出し”を強化しようとして

います。そこで市長の見解と今後の対策

について尋ねました。

これに対して市長は「上限が決められ

ることから、国に対し、財源確保の要望

をしている。巡回サービスはないが、市

内に訪問介護・看護の事業所がある。各
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種団体と連携して支援体制構築したい。」と答弁しました。　渓

教育の充実を求めて㊨㊥㊨㊨

①　安倍政権の教育委員会制度改革案

は，政治権力が教育を支配する内容とな

っていて、教育委員会から実質的権限を

奪ってしまいます。教育委員長の見解を

たずねました。

教育委員長は「政治的中立性は音義が

ある。新たな制度となっても責任ある教

育行政実現のため、首長と連携して教育

課嶺の解消に努める。」と答弁しました。

②　県は、学力向上，課題改善などで成

果を上げた市内公立小中学校1校に対

し，100万円を「応援費」の名で交付し

ます。学校間の競争をあおり，点数主義

助長が危惧され，関係者のヤル気を喪失

させかねないことから、辞退した首長も

出ています。市長の態度表明を求めまし

た。

市長は、「学校間の競争をあおるのは

本来の教育の姿ではない。現段階で評価

基準も明確でないので、教育委員会と連

携して判断したい。」と答弁しました。

③　昨年4月、子供条例が施行されまし

たが、学校適正規模に関わる小中学校統

廃合閉居で生かされていません。何より

も子供・保護者・該当地域に関わる教

員・地域住民の声が生かされるべきで

あり、教育委員会の対応をたずねましたこ

教育長は「チビもたちの声は聞いてい

ないが、審議会の率で地域の声を踏まえ

た論議をしている。該当地域に丁寧に説

明していく」と答弁しました。

④　夏の酷暑が続いています。平成20

年度に小中学校普通教室へ全室扇風機

が、平成24寧度に全公立保育室へエア

コンが設置されました。

27年度、富

岡・横江幼稚

園と笠岡西・神

外・金浦中学校
へのエアコン設

置が予定され

ています。し

かし昨年4月から全幼稚園で3歳児保育

の始まったことから，緊急に幼稚園への

設置が優先されるべきとたずねました。

教育長は、「夏休みがあるので、少し

は解消される。各固からも昨年の酷暑で

大変だったとの声があった。人数の多い

ところから設置していく。」と答弁しま

した。

パソコン1087台に4000万円ではなく、　全幼稚闇に早期エアコン設置を

消費税は公共工事にもかけられ、市民負担となります。学校へのエアコンはパソ

コン買うよりも3歳児のいる幼稚園から順次設置をと求め、一般会計・改善のない

国保会計予算に反対しました。
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12月議会では、「孤独死のない社会」「介護保険制度の改善」「子供のスマホ依

存間者解決」「幼稚園の給食」の実施を求めて質問しました。

★市営住宅でも、孤独死が発見までひと

月以上もかかるなど、当市でも社会問題

化しています。

市の孤独死実態を調査し、窓口を決め

るなど改善の答弁がありました。

★幼稚園の給食実施を望む保護者が

8割近くいます。県下で未実施は3市の

㌘　ぁし

みです。当市の早期解決をと質問しまし

た。

新給食センター完成後の実施との答

弁でしたが、近くの保育所を利用すれば

可能だとの提案に、教育長は検討を約束

しました。

ミ月表
5日　桃太郎杯に出かけ、山陽高校空手部を応援

しました。教え子にも会うことができて、楽し

いひと時でした。今年の女子は強い！大将戦を

待たずに2回戦突破でした。

12日　初出式と成人式に出席しました。一年の

無事と、若者たちの希望ある未来づくりに向け、

力を尽くそうと、新たな気持ちになりました云

23日　市職旗開き

31日　12月支給分から年金の削減が始まりました。

岡山東年金事務所に、年金削減に対する審査請求書

を提出しました。笠岡からは約149名分を届けまし

た。

2月

3日　市民要望をもとに市当局へ来年度予算を求めて

懇談会を持ちました。

5日　県政に対する要望をもとに備南地区の党議員が

県民局で県交渉の集まりを持ちました。笠岡市茂

平・県道西車線路面舗装、東大戸県道の歩道拡幅

など約束していただけました。　　　　　　（集会後、年金事務所まで行進）

8日　　　　韓国料理講座（この日は20年降りの大雪でした。）

21～23日　農協婦人部味噌づくり教室に参加。熟成の9月が楽しみです。



（今年で2回目です。前回の手作り味噌、味よし無添加で、大豆の素の味が出てい

て身近な人に使って頂き、喜ばれました。）

2月26日～3月26日

3月

2日　木山文学選奨表彰式（知人が入賞

し、とてもうれしい出来事でした。）

15日　金浦中学校卒業式

15日　金浦更生保護女性会総会

19日　金浦幼稚園卒業式

20日　金浦小学校卒業式
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3月議会

22　日　新川保育所修了式（教え子の子

供たちが2人もいて、思わず記念写真で

す。）

26　日　笠岡市産業振興ビジョン完成披

露宴（山崎亮氏の講演もパネリストのお

話もとても参考になりました。）

28日　倉敷医療生協の皆さんと一緒に市の福祉施策

について懇談し施策充実を要望しました。

30日　中学校時代の同窓会に参加しました。旧友の元

気な姿に接し、懐かしさがこみ上げ、胸が温か

くなりました。いくつになっても、時代を共有

した人たちと集うのは楽しいものです。

お世話になりました。

j★　お年寄りの転倒した路面の補修（有田）

i★　橋にできた穴を埋めて頂きました。（金浦吉田川）
‡★　当摩（たいま）地区の農免道路、信号付

近の路面が荒く、側溝の改修と舗装の整備。

★　総合体育館周辺は街灯が少なく暗いと

の声を受け、街灯の設置依頼

★　歩道の粗い路面補修（大井ハイランド

銀山）

★　学童の横断を安全にとの声を受け、横断

歩道設置と危険防止の溝蓋設置（走出）

★　街灯の取りかえ（城見）

★　マンホールのふたの収まりを改善

（金浦保育園横の市道）

お世話になった皆さん、

ありがとうございました。

（大井ハイランドの歩道。広い範囲に

わたって路面が荒く、バスに乗るため

県道まで下りるのに支障がありまし

た。改修され、安全に通れます。）
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